
 

令和４年度兵庫教育大学大学院同窓会総会・第41回全国研究大会【愛知県大会】 
 

8 月 6 日（土）愛知県名古屋市のアイリス愛知において、大学院同窓会総会・全国研究

大会【愛知県大会】を開催しました。会場参加とオンライン参加を選択できるハイフレッ

クス方式での開催となりました。愛知県支部の皆様の入念な準備と運営により、成功裏に

終わることができました。ほぼゼロからのスタートで半年間の間に素晴らしい大会運営を

していただきました片山大会実行委員長様、加藤大会事務局長様をはじめとする愛知県の

大会実行委員の皆様に深くお礼申し上げます。参加者は、会場参加 40名，オンライン参加

45名 計 85名でした。  

 
13:00 総会 
総会は船本秀忠副会長の司会で始まり、新居寛会長,𠮷水裕也副学長に挨拶をい

ただきました。そして、議長に前回の北海道大会実行委員長の水野和男さんが選

出されて議事に入りました。審議の結果、令和３年度の事業報告・決算報告、令

和４年度の事業計画・予算案等すべての議案が承認されました。最後に渡邉哲郎

副会長が挨拶をして終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

13:40 研究大会 
＜開会行事＞ 
 研究大会は加藤有悟大会事務局長の司会で始まりました。

急遽出席ができなくなった片山裕之実行委員長に代わり、山

﨑喜一副実行委員長が挨拶を行い、その後加治佐哲也学長の

来賓挨拶および来賓紹介が行われました。加治佐学長と𠮷水

副学長は会場参加、他のご来賓はオンラインで参加いただき

ました。ご来賓は以下のとおりです。 

 加治佐哲也 学長  須田康之 理事・副学長  𠮷水裕也 理事・副学長  松本𠮷正 副学長・事務局長  

尾田博明 副学長  尾白泰次 教育研究支援部長  當山清実 学校経営コース教授 

筒井茂喜 小学校教員特別コース教授  冨田明徳 附属小学校長 

 

＜教育実践研究に係る表彰＞ 

 

 

 

 

 

 

        兵庫教育大学大学院同窓会  

    ＮＥＷＳ ＬＥＴＴＥＲ     第１４号  

令和４年８月２０日 大学院同窓会事務局発行    



開会行事に続いて、教育実践研究に関する表彰式を行いました。令和４年度に受賞された皆さんは以下のとおり

です。最後に受賞者を代表して寺田道夫さんがお礼の言葉を述べられました。 

＜役員推薦＞  嬉野賞：米谷光弘  奨励賞：寺田道夫，小林由美子 

＜教育実践研究論文＞  奨励賞：井上敏孝，馬場裕子，西小路勝子，浦郷淳 

 

＜学長講話＞ 

表彰式に続いて、加治佐学長から講話をいただきました。中央教育審

議会の委員でもある学長から、これからの教育の柱となる「個別最適な

学びと協働的な学び」「ＤＸ推進」「インクルーシブ教育」等についての

説明や、これからの教員に必要な資質や教員養成フラッグシップ大学と

なった兵庫教育大学が進める「自律した学習者を育てる教師の養成プロ

グラム TEX」など、加治佐学長からでないと聴けない貴重なお話を聴く

ことができました。 

 

＜教育実践発表＞ 

続いて愛知県支部からの教育実践発表です。 

まず、「算数科における『かく力』の育成に関する研究」と題して、

名古屋市立中根小学校の水野貴彦先生に発表をしていただきました。

ご自身の教育実践の中で伝言ゲームなどを取り入れたアイデアをあふ

れる研究を重ねられ、『かく力』の効果を科学的に検証されていました。 

次に「魅力ある学校づくりを目指した取り組み －生徒一人ひとり

の心に灯をつける活動を通して－」と題して、武豊町立緑丘小学校の

山本篤司先生に発表していただきました。「熟達雰囲気」という考え方

をもとに、「授業づくり」「関係づくり」「居場所づくり」を柱とした魅

力ある学校づくりについて具体的に話をしていただきました。 

お二人とも、教育現場ですぐに生かせる素晴らしい発表でした。 

 

＜記念講演＞ 

記念講演は、中部大学 現代教育学部教授の三

島浩路氏より、「子どもたちの将来展望と『いじ

め』『インターネット依存』の関連を考える｣と

題して行われました。 

まず、“素晴らしい未来などやってこない！”

という驚くべき言葉で始まりました。これは、

“未来は自分でつくるものである”という意味

ですが、過去にいじめ等で拒絶された経験があ

ると、子どもは未来に対する将来展望が得られ

なくなり、さらにそのような子どもは学校不適応やインターネット依存に陥る傾向があることを科学的に検証され

ました。過去のいじめによって、それがなくなった後も、子どもの人格に直接深刻な影響を及ぼしているという研

究結果に衝撃を受けるとともに、子どもの将来展望を育む教育が喫緊の課題であることを感じた講演会でした。 

 

 ＜閉会行事・集合写真＞ 

最後に、大会を総括して榊原貴久実行副委員

長から挨拶をいただき、続いて、令和５年度の

「大阪・奈良・和歌山大会」のお知らせと参加

の呼びかけを、大前泰彦実行副委員長から行っ

ていただき閉会しました。閉会後、会場参加の

方で集合写真を撮影しました。 

愛知県の大会実行委員会の皆様のご尽力によ

って素晴らしい大会となりました。ありがとう

ございました。 


